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山
戸
の
悲
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位
置
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蓮
綿
党
る
ド
イ
ツ
浪
漫
抵
の
山
肱
に
、
ひ
と
り
離
れ
て
吃
然
と

し
て
立
つ
方
ト
ス
ト
リ
ア
の
峻
獄
、
そ
れ
は
孤
高
の
詩
人
グ
リ
ル

バ
ル
ツ
ェ
ル
で
あ
る
。

彼
を
浪
漫
派
の
詩
人
と
呼
ぶ
ζ

と
は
、
も
と
よ
り
常
を
失
し
て

い
る
ほ
れ
ど
も
、
浪
漫
的
詩
人
と
呼
ぶ
と
と
に
は
異
存
は
な
か
ろ

ろ
。
何
と
な
れ
ば
浪
漫
的
詩
人
の
悲
劇
段
、
二
一冗
分
裂
の
宿
命
的

結
果
で
あ
る
が
、
そ
の
限
り
に
於
い
℃
グ
リ
ル
バ
ル
ツ
Z

ル
も
正

に
そ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
。
悲
劇
性
の
最
も
根
滅
的
本
質
は
、
人
間

精
神
の
二
元
性
に
脹
胎
す
る
。
紳
と
人
間
、
神
の
慧
智
と
人
聞
の

意
欲
、
誼
義
的
自
由
と
経
験
的
必
然
性
と
が
そ
れ
で
あ
喝
。
そ
れ

は
人
聞
が
永
遠
の
無
限
者
と
し
て
、
自
由
に
、
昼
間
、
時
間
及
び

因
果
的
聞
係
か
ら
解
放
さ
れ
℃
、
経
験
的
必
然
性
に
支
配
せ
ら

森

晃

"
H
H
r
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H
H
U
 

H
7
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れ
、
時
間
ど
昼
間
に
束
縛
さ
れ
た
人
間
自
身
に
封
し
て
瑳
ず
る
定

言
的
命
令
で
あ
る
。
そ
れ
は
叉
、
精
神
的
自
哉
と
肉
髄
的
自
我
と

の
破
誠
的
葛
藤
で
あ
る
。
そ
れ
は
理
念
と
現
賓
と
の
衝
突
で
あ

り
、
純
粋
に
精
神
的
な
る
も
の
と
、
純
粋
に
人
間
的
た
る
も
の
と

の
衝
突
で
あ
る
。
悲
劇
性
は
地
上
む
衰
亡
に
於
け
る
精
神
的
生
成

で
あ
り
、
内
面
的
勝
利
で
あ
る
と
共
に
外
面
的
破
滅
で
あ
る
。
ナ

1
ド
ラ
ー
は
ζ

れ
を
衣
の
如
〈
表
現
し
て
い
る
。
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グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
は
正
に
そ
ろ
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
メ
ト
イ
ス

。
聖
火
が
燃
え
さ
か
っ
て
、
現
世
と
い
ろ
岩
に
し
が
み
つ
き
な
が



ら
、
同
時
に
精
神
的
・
な
も
の
に
目
ぎ
め
、
精
神
に
従
っ
て
行
か
ね

ば
な
ら
ぬ
痛
苦
か
ら
逃
れ
得
・
な
か
っ
売
の
で
あ
り
、
紳
と
人
問
、

理
念
と
現
賓
、
事
櫛
と
人
生
、
と
の
劃
立
が
敏
の
苦
難
の
遣
で
あ

り
、
荊
冠
で
も
あ
ヲ
売
の
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
を
園
む
環
境
は
暗
い
暗

い
闇
に
と
ざ
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
何
た
る
宿
命
的
危
星
の
下
に
生

れ
た
こ
と
で
あ
る
ろ
!
-
相
反
す
る
こ
つ
の
血
の
流
れ
は
、
ゲ
ー
テ

の
そ
れ
の
よ
ろ
に
調
和
す
る
と
と
た
く
、
相
反
す
る
封
照
を
た
し

て
い
究
。
彼
の
「
自
侮
」
の
言
葉
を
借
り
よ
ろ
。
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目
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目
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omH陶
芸
問
。

ω・
日
吋
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彼
が
受
け
縫
い
だ
冷
徹
た
・
主
知
性
と
峻
巌
た
る
良
心
、
燃
え
易

い
情
熱
と
熱
狂
的
管
業
愛
好
と
は
、
や
が
て
彼
の
文
撃
と
人
聞
と

を
決
定
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
ろ
ニ
極
元
で
あ
る
口
「
哀
れ
た
音
業

師
」
に
於
け
る
父
は
彼
の
父
で
あ
っ
た
。
卒
中
で
倒
れ
た
こ
と
を

知
っ
た
ヤ
1

コ
プ
の
働
突
に
、
却
っ
て
よ
〈
股
格
た
る
父
へ
の
愛

情
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
パ
ル
パ
ラ
に
は
、
恐
ら
く
そ
ろ
で
あ

っ
た
心
情
豊
か
な
母
の
音
柴
へ
の
愛
着
が
、
素
朴
た
姿
と
し
て
記

念
さ
れ
℃
い
る
。
然
し
と
の
ニ
元
が
、
彼
に
於
い
て
は
グ
1
テ
的

調
和
を
見
売
と
と
は
殆
ん
ど
・
な
か
っ
た
。
精
紳
と
肉
盤
と
の
離
反

に
苦
し
め
ら
れ
て
、
そ
の
統
一
は
容
易
に
一
見
出
し
得
・
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
彼
の
日
記
に
そ
の
い
た
ま
し
き
告
白
を
見
よ
ろ
。
一
八

二
六
年
に
、
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と
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更
に
一
八
二
七
年
に
、

司
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主
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o
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色
目
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O
H
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ロ
ロ
弘
司
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目
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g
g
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M
O
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山
肉

g
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宮
司
回
目
聞
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四
回
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吉
田

M
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amw円
MW丘
位
-uoHaohwoロ
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戸
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g
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(
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と
れ
が
叉
、
い
く
つ
か
の
締
愛
に
失
敗
し
、

041ぬO
切
自
己
カ

テ
イ

l
・
フ
レ

l

p
ッ
ヒ
と
修
生
結
ぼ
れ
ざ
る
悲
織
に
携
え
ね
ば

な
ら
な
い
結
末
を
惹
起
す
る
の
だ
。
加
ろ
る
に
、
蛍
時
の
祉
舎
は

中
世
へ
の
復
蹄
で
あ
り
、
暗
黒
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
後

を
ろ
げ
て
、
メ
ッ
テ
ル
エ
ツ
ヒ
の
反
動
政
策
は
、
自
由
思
想
の
断

塵
を
呼
び
起
し
た
。
グ

P
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
も
そ
む
例
に
も
れ
危
か

F、

っ
た
。
ィ
グ
リ
l
紀
行
「
カ
ム
ポ
・
グ
ア
チ
ノ
の
駿
壇
」
と
「
オ

ッ
ト
カ
ー
ル
王
の
幸
稿
と
最
後
」
及
び
「
主
君
の
忠
僕
」
は
、
何

れ
も
そ
の
出
版
あ
る
い
は
上
演
の
際
の
不
快
は
、
「
自
に
見
え
た

い
鎖
が
彼
の
手
足
で
・
な
っ
て
い
る
」
欽
態
で
あ
っ
た
。
更
に
、
彼

に
は
暗
い
象
庭
が
あ
っ
た
。
父
の
盟
後
狂
死
し
た
母
、

P
ん
弟
悉
く

精
神
的
疾
患
等
の
究
め
痛
ま
し
い
蓮
命
を
辿
っ
た
と
と
。
と
の
暗

い
小
世
界
を
耐
え
て
行
っ
た
彼
の
峻
巌
た
る
良
心
は
父
の
も
の
で

あ
っ
た
。
と
ま
れ
、
彼
の
中
に
は
「
全
〈
遣
っ
た
二
人
の
人
聞
が

住
ん
で
い
た
む
だ
。
」
宗
教
的
人
聞
や
翼
の
事
術
家
が
そ
ろ
で
あ

る
よ
ろ
に
、
肉
種
的
自
我
を
否
定
し
て
、
精
紳
的
自
我
を
肯
定
せ

宮
る
を
得
た
い
彼
の
宿
命
は
、
け
だ
し
先
天
的
で
あ
っ
た
・
と
言
え

予
品
柄
ノ
。

グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
の
宿
命
的
二
元
が
、
シ
ョ
ペ
ン

ハ
ウ
エ
ル

折
同
撃
の
憧
験
を
通
し
て
、
彼
の
作
品
に
如
何
に
あ
ら
わ
れ
て
行
っ

た
で
あ
る
ろ
か
。
彼
は
あ
く
ま
で
内
的
自
由
と
精
神
の
支
配
を
懸

命
に
壇
求
し
て
止
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
三
十
五
歳
の
時
、
次
の
詩

の
告
白
を
た
し
て
い
る
。

。
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， Von irmen ，nicht， 

Durch nichts beer】gt，was Storung spricht， 

Und Unterwerfung heist. 

(Grillparzers Werke Meyers-Ausgaben 

I. S. 50 Spaziergange 1826) 

)jQ世P 昌弘'縛Q撤重量「属当Jfみトh快Jf~， *ト \\\l

tばJf代 ト ι 快一夫同'Q iRトj謹.-\.!幡浜区」事納品~ν 5> 4:!.. O

3単 Q磁科書士(趨驚必純t長 l::! :W \J \'J 蛍~ 5> 経 Y f寝室ゴJ(1 

くIiく島ト)也監聴 「柑<li総量J¥'J ~~O 場Q鞘輯-\!~さ F

~.，9J Q 士重' 判定司「宮、おト Q>-1¥失、ふ K (Sophokles) 

Qf K ìi-- 干 ト ~K 附J' K '(ヘャ入 Q干司令 i¥-¥ロ入 (Calderon)

II - '( • 'ii--. ~ ~ -!R (Lope "de Vega)千Jぬ:;;;;..'お 11¥

-Qf'l\トお ト Q持議J' ~H え '時会 (ZachariasWerner) 

Qfl1m::l1・ト盟国J''11 ~え恥ー(Adolf M泊llner)Q f昧J
\'J~~ ~O 倒鞘Q ;w.;~.-\.!よさl' ~.，9J Q A0'題 Q f也ぜJ~ 

需~ l' ¥Jm武村心。

Ich . hatte in der Geschichte eines franzosischen 

Raubers， Jules Mandrin， glaub' ich， die Art seiner 

Gefangennehmung gelesen. Von den Haschern ver， 
folgt， fluchtete er in ein herrschaftliches ScWos， wo 

弘、 ー え てえト司え Q ~提言量 -"，v Q~手射

er mit dem Kammermadchen ein Liebesverhaltnis 

unterhielt， ohne das diese， ein rechtliches Madchen， 

ahnte， welch einem Verworfenen sie Kammer und 

Herz geoffnet hatte. In ihrem Zimmer wurde er 

gefangen. Der tragische Keim in diesem Verhaltnis， 

oder vielmehr in dieser Erkennung， machte einen 

grosen Eindruck auf mich. 

Ebenso war mir ein Volksmarchen in die Hande 

gefallen， wo die letzte Enkelin eines a1ten Geschlech・

tes vermoge ihrer Ahnlichkeit mit der als Ge-

spenst umwandelnden Urmutter zu den schauerlich-

sten Verwechslungen Anlas gab， indem ihr Liebhaber 

einmal das Madchen fur das Gespenst， dann wieder， 

besonders bei einer beabsichtigten Entfuhrung， das 

Gespenst fur das Madchen'nahm. 

Beide Eindrucke lagen langere Zeit nebeneinander 

in meinem Kopfe， beide in dieser Isolierung unbrauch-

bar. 1m Verfolg des ersteren ware mir nie einge・

fallen， einen gemeinen Dieb und Rauber zum Helden 

eines Dramas zu machen; beim zweiten fehlte der 
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と
ま
れ
、
彼
の
魔
女
作
が
運
命
悲
劇
色
あ
っ
た
と
と
は
、
彼
の

人
生
の
一
つ
の
象
徴
で
あ
る
。
内
面
的
自
由
と
精
神
的
自
主
性
へ

の
欲
求
が
、
情
熱
的
意
志
に
樹
立
し
て
、
か
く
て
生
じ
た
・
心
と
頭

脳
、
感
覚
と
認
識
と
の
聞
の
相
魁
が
解
決
の
つ
か
む
ま
ま
、
と
れ
を

超
人
間
的
怒
る
酪
奥
を
探
る
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
と
に
人
間
行
鴛

決
定
の
あ
る
も
の
の
存
在
を
見
窮
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
運
命

悲
劇
が
、
金
〈
浪
漫
主
義
の
庶
子
で
あ
る
と
と
は
蛍
然
で
あ
る
。

ボ
ロ
テ
イ
ン
一
家
の
誠
亡
に
ま
つ
わ
る
運
命
の
決
定
は
、
賊
ヤ
ロ

ミ

l

ル
の
父
親
ツ

J

ア
ン
コ
・
フ
太
ン
・
ボ
ロ
テ
イ
ン
川
岱
を
自
ら

殺
し
、
賞
妹
ベ
ル
タ
の
心
を
盗
む
に
至
h

り
、
自
ら
も
組
枇
の
謹
の

問。

出
現
と
共
に
誠
ん
で
行
か
ね
ば
た
ら
た
い
運
命
の
一
糸
は
、
人
聞

の
如
何
た
る
力
を
以
て
し
て
も
抵
抗
し
難
い
革
命
の
悲
劇
を
描
き

つ
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
ロ
テ
イ
シ
一
家
の
誠
丈
は
、
ヤ
ロ
、
、
、

1
ル
の
死
に
よ
っ
℃
修
る
が
、
組
枇
は
最
後
わ
詞
を
残
し
て
静
か

に
退
い
て
行
く
。

ωnFO山
内
円
山
口
司
門
戸
市
内
凶

O口
、
司
『
問
。
色
。
ロ
目
。
曲
。
円
一

z
c
p
d『
OEmwロ一

g
同
国
神

40ロ
σ
E
O
E
一

ロ
ロ
円
。

v
a
o司
ω
§
E
E
O
ω
の

v
m
S
E
R
Fグ

ω包

mo耳目
2
8・
04『

d
o
冨
mny伸

一

C
R
D
o
a
z
F
a
H
M
忠
告
。
閃

-mg回
0・

ロ

oロ
ロ
品
目
。
〉
町
民
司

MWロ
woF『
仲
ロ
凶
の
}
阿
国
型
ロ
曲

0・

(
の
円
四
回
目
官
民

O号
、
司
q
w
o
H
-
g
o
〉
宮
内
自
己

ω・
目
。
)

宿
命
の
罪
業
を
椅
い
し
詩
人
の
受
け
る
呪
い
と
し
て
、
蓮
命
に

悲
劇
を
托
し
た
も
の
と
言
ろ
べ
き
だ
あ
る
。
矛
盾
相
魁
に
悩
め
る

人
間
性
の
悲
劇
で
あ
る
。

「
ザ
ッ
フ
オ
」
(
一
八
一
七
年
)
む
悲
劇
は
、
詩
紳
に
仕
え
る
者

の
内
的
精
紳
の
自
由
と
現
賓
の
俗
物
性
と
の
死
む
臨
引
い
で
あ
る
。

天
と
地
と
の
和
解
を
求
め
ん
と
す
る
人
間
精
紳
の
無
力
の
象
俄
で

あ
る
。
紳
人
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、
死
を
以
て
罰
せ
ら
れ
る
よ
り



外
は
・
な
い
で
あ
る
ろ
。
古
代
ギ

P
シ
ア
の
女
詩
人
ザ
ッ
ブ
オ
を
詩
-

材
と
し
、
孤
高
に
生
き
究
彼
女
を
孤
高
に
死
た
さ
ね
ば
な
ら
た
い

詩
人
の
深
い
思
い
は
、

ζ

こ
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
八

ニ
一
年
、
彼
が
友
人
ア
ル
ト
ミ
ユ
ラ
1
〈

K
P
R
自
邑

-R)
に
宛
て

て
、
カ
テ
イ
・
フ
レ

l
リ
ッ
ヒ
と
の
関
係
に
就
い
て
逢
っ
た
手
紙

が
、
そ
の
聞
の
消
息
を
物
語
っ
℃
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
僕
が
愛
し
て
い
る
彼
女
の
ζ

と
を
書
い
て
遅
れ
、
と
君
は
一
言

ろ
の
か

T
特
に
、
僕
が
愛
し
℃
い
る
彼
女
、
と
君
除
雪
う
の
か
?

-
僕
は
素
直
に
返
事
す
る
と
と
が
出
来
た
い
の
だ
。
僕
は
ま
っ
し
ぐ

ら
に
愛
人
に
献
身
し
、
愛
人
の
中
に
自
己
を
忘
れ
、
愛
人
と
和
合

琴
琵
し
、
そ
し
て
、
愛
人
の
中
に
朽
ち
て
行
け
る
人
間
と
は
遣
う

の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
程
度
な
ら
、
ぞ
れ
は
最
高
の
自
我
と
名
づ

け
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
、
暫
く
は
彼
女
を
把
え
得
て

も
、
長
く
保
持
す
る
と
と
が
出
来
た
い
の
は
、
草
に
、
事
術
や
事

術
に
属
す
る
者
へ
の
止
む
乙
と
の
・
な
い
努
力
の
結
某
で
あ
る
の
か

も
知
れ
た
い
。
そ
の
時
に
は
、
一
切
の
も
の
が
、
僕
の
自
に
入
ら

・
な
く
な
る
の
だ
か
ら

G
l
一
言
で
言
定
ぼ
、
僕
広
は
愛
す
る
能
力
が

な
い
む
だ
。
債
値
あ
る
も
の
に
ど
ん
・
な
に
心
が
惹
れ
よ
う
と
も
、

や
は
り
、
何
時
も
何
か
も
っ
と
高
い
も
の
が
あ
っ
て
、
と
の
何
か

の
動
き
が
一
切
の
も
の
を
す
っ
か
り
呑
み
こ
ん
で
し
ま
ろ
。
そ
れ

グ

F
ル
パ
作
ツ
ェ
ル
の
悲
劇
と
そ
の
位
置

で
、
熱
烈
な
や
さ
し
さ
に
満
ち
売
。
今
日
。
の
後
に
!
昼
間
も
合

〈
、
特
別
友
原
因
も
危
〈
|
よ
そ
よ
そ
し
く
s

冷
た
い
、
忘
却
の
、

い
や
、
敵
意
の

o
明
日
。
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
僕
は
愛
人
の
中

に
、
僕
の
宰
想
が
、
-
彼
女
か
ら
作
り
あ
げ
た
像
を
の
み
愛
し
て
い

る
の
だ
と
言
ろ
と
と
、
だ
か
ら
、
現
賓
左
前
繋
術
作
品
に
す
る
際
、

そ
の
作
品
と
僕
の
考
え
と
が
↓
致
し
て
居
れ
ば
、
有
頂
天
に
な
る

が
、
一
寸
で
も
喰
い
建
っ
て
た
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
激
し
く
嫌
気
が

さ
す
の
だ
、
と
言
ろ
と
と
に
僕
は
気
が
つ
い
℃
い
る
。
と
れ
を
轡

愛
と
呼
ん
で
い
い
だ
る
ろ
か
?
:
・
・
」

L

ス
ア
オ
ン
が
ザ
ッ
フ
オ
に
抱
い
て
い
た
も
の
は
、
詩
滑
に
仕
え

る
者
へ
の
傘
敬
と
讃
美
で
あ
っ
℃
、
彼
が
糠
愛
の
封
象
と
し
て
、

ザ
ッ
フ
定
の
侍
女
メ
リ
ッ
タ
に
心
を
奪
わ
れ
る
や
、
ザ
ッ
フ
オ
は

事
術
の
花
闘
を
け
が
さ
ん
と
し
た
・
者
の
悔
悟
に
よ
っ
て
、
断

LM
に

身
を
た
ど
ら
せ
・
ね
ぽ
た
ら
た
か
っ
た
。

「
金
羊
毛
皮
」
(
一
八
二

O
年
)
の
悲
劇
は
、
オ
イ
リ
l
ピ
デ
ス

(開ロユ

U
E
g
)
の
「
メ
デ
ア
」
と
異
り
、
金
羊
毛
皮
は
人
聞
を
破

誠
に
導
く
悪
魔
で
あ
っ
て
、
そ
と
に
運
命
的
危
る
も
の
を
托
ぴ
℃

い
る
。
「
そ
れ
は
、
人
聞
の
心
の
中
に
、
自
己
の
意
志
と
は
無
聞

係
な
あ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
盲
目
的
危
カ
で
引
き
つ
け
た

り
、
突
放
し
た
り
す
る
の
だ
。
そ
と
に
は
、
周
に
見
え
な
い
稽
が

四



グ
リ
ル
パ
L
M

ツ
エ
ル
白
悲
劇
と
そ
の
位
置

四

か
か
っ
〈
い
℃
、
そ
れ
を
渡
り
設
が
ら
、
そ
れ
は
、
誰
も
見
事
作
者

の
た
い
一
本
む
運
命
の
橋
で
あ
る
。
」
メ
デ
ア
は
と
の
橋
を
渡
り

つ
つ
、
裏
切
り
に
依
っ
て
、
父
と
弟
と
を
殺
さ
せ
、
ャ
I
グ
シ
の

愛
を
得
、
嫉
妬
し
、
や
が
て
子
供
を
殺
し
て
、
ャ
ー
メ
ン
か
ら
去

っ
て
行
か
ね
ば
た
ら
た
い
。
ヤ

1
・y
y
は
ア
ル
ゴ

i
舶
の
勇
士
で

は
あ
る
が
、
そ
の
心
の
動
揺
と
懐
展
、
ニ
者
揮
一
を
迫
ら
れ
た
時

の
怯
憐
は
、
詩
人
グ
リ
ル
メ
ル
ツ
ェ
ル
む
二
元
の
分
裂
そ
の
も
の

を
あ
ら
わ
す
鏡
で
あ
る
。
今
一
っ
こ
の
悲
劇
を
特
徴
づ
け
る
も
の

は
、
文
化
(
ギ
リ
シ
ア
)
と
野
蟹
(
コ
ル
ヒ
ス
〉
、
人
閣
の
園
(
古

典
主
義
)
と
怪
物
の
園
(
浪
漫
主
義
)
と
の
封
比
で
あ
る
ろ
。
ャ

1
・y
ン
は
メ
デ
ア
に
向
っ
て
一
言
ろ
。

項
目
。
日

n
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o宙
開
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靖
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時
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E
d
q
o円
w
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E
8
0
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ロ
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包
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ω
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見
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ロ
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o
w
v
z
m
z
a
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E
n
z
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onFO色白口弘、

z
w
z
s
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ロ
ロ

m
$
2
0
5切

Z
E
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冨
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V喜
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ロ

o
z
w
v
d『
丘
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u
a
z
吉田仲曲

40ロ
ロ
ロ
ロ

E
n
y骨
骨

OVHU

U
Z
同凶器
Z
ぐ

O
B宮・
onvop
ロ
ロ
色
色
ロ
町
長
席

a
g
m
w足。
F

UO『
『

0
8
ω
の
E
位。『

E
m
z
m
a
a
s日
出
皇
宮
w

開
『
江
見

40片岡釦ロぬロ
o
回目

5
2
自由『
N
口同岱の】同一

司
R
Z
E
E
B自
己
含
品
目
。
叶

B
の
伊
丹
ロ
目
。
宮

E
田
0
2

Fωpao由
吋

し
か
し
、
と
と
で
も
メ
デ
ア
は
絡
に
ギ
η
ッ
シ
ア
を
去
ら
ね
ぽ
た

ら
な
か
っ
た
し
、
ヤ
1
・
ソ
シ
は
メ
デ
ア
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
℃
、

ギ
リ
シ
ア
に
生
き
得
る
白
で
あ
っ
た
。

ζ

の
二
一
万
も
叉
相
魁
ξ
し

て
の
永
遠
の
歎
き
で
あ
る
。

ζ

乙
で
は
現
在
が
未
来
の
格
筆
で
も

な
く
、
温
去
の
墳
墓
で
も
な
い
。
永
遠
の
封
立
の
現
在
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。
「
故
郷
(
コ
ル
ヒ
ス
)
で
正
し
か
っ
た
事
が
、

ζ

ζ

(
ギ
リ
シ
ア
)
で
は
不
正
と
呼
ば
れ
、
故
郷
で
許
さ
れ
た
事
が
、

と
と
で
は
憎
悪
を
以
て
追
放
さ
れ
る
」
の
で
、
メ
デ
ア
は
「
笠
ん

で
い
る
者
で
あ
る
と
と
が
許
さ
れ
友
い
な
ら
、
せ
め
て
彼
女
に
出

来
る
も
の
に
な
ろ
う
」
と
願
い
、
彼
女
を
「
祖
先
の
故
郷
に
結
び

つ
け
℃
い
た
も
の
を
土
の
中
に
埋
め
て
、
母
か
ら
受
け
つ
い
だ
力

も
、
不
可
思
議
な
力
の
知
識
も
、
そ
れ
を
生
ん
だ
暗
聞
に
返
し
℃
、

一
人
の
弱
い
女
と
し
て
、
ヤ
ー
ゾ
ン
の
腕
の
中
に
身
を
投
げ
る
」

け
れ
ど
も
、
彼
女
の
野
蟹
に
生
れ
つ
い
た
「
人
聞
を
害
す
る
カ
は



人
聞
を
害
す
る
意
志
を
生
み
日
却
い
」
も
の
と

L
て
し
り
ぞ
け
ら
れ

ね
ば
た
ら
・
な
か
っ
た
。
メ
デ
プ
は
鮮
に
ヤ

1
ゾ
シ
と
一
つ
に
た
る

と
と
は
出
来
な
か
っ
党
。
彼
女
は
た
だ
彼
の
影
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。当

富
山
田
神
仏
再
開
円
借
の
E
O
W
ア
l
開山

?ω
岳
民
窓
口
一

d
q
g
z
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E
o
p
H
Zロ吋
1
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口
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F令問。
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C Eト.r 
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(
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・
。
・

彼
の
「
自
停
」
に
よ
る
と
、
検
閣
の
苦
み
を
経
て
、
漸
く
上
演

さ
れ
る
に
至
っ
た
歴
史
劇
「
オ
ッ
ト
カ
ー
ル
王
の
幸
幅
と
最
後
」

の
悲
劇
は
、
第
五
非
に
至
っ
て
、
オ
ッ
ト
カ
ー
ル
の
王
者
と
し
て

の
誇
り
と
力
と
は
、
に
わ
か
に
「
秋
の
木
の
葉
の
よ
う
に
落
ち

℃
、
そ
の
身
の
集
め
た
も
の
は
風
に
吹
か
れ
て
と
び
散
り
、
天
の

車
み
は
棄
さ
果
℃
て
し
ま
ろ
o
」

ロE
O吉
田
B
a
s
-
山
岳
皆
、

40ロ
F
O
E
m
o
u
g
m
y

ロロ弘

E
o
g
mロ
色
丹
『
α回件。昨

B
W
V
U
ロロ仏

E
O
E
m
p
a
v
α

ユ

自問。
v

(
色
・
。
・
問
。
口
問
肉
。
20FSH-印
。
-
位
。

w
g・
関
口
品
。

ω-AFJ戸
)
，

グ
型
炉
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
悲
劇
と
そ
の
位
置

オ
ッ
ト
カ
ー
ル
の
乙
の
女
性
的
な
歎
き
は
、
グ
リ
ル
パ
ル
勺
エ

ル
が
母
か
ら
受
け
つ
い
だ
、
「
容
易
に
燃
え
あ
が
る
が
、
叉
容
易

に
消
え
失
せ
る
一
音
一
探
的
危
性
質
」
で
も
あ
る
ろ
。
と
れ
は
叉
、
彼

の
作
品
中
の
人
物
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
℃
い
る
。
グ
リ
ル
パ
ル

ツ
ェ
ル
の
心
の
中
に
は
、
何
時
も
父
と
母
と
が
、
男
性
と
女
性
と

が
、
暗
と
明
と
が
相
争
っ
て
い
て
調
和
統
一
ー
を
も
た
ら
す
と
と
に

苦
し
み
ぬ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ωO
田仲卸ロ門凶叩ロ

σ0目。
0・由民
OHM-文山口即日向
H
V
N
C
O日ロ
oロ・

u
g
m
E円
O
m
E
N
g
o
v
B
g
m
g
N
宮
田
山
岳
山

u
o
o
v
m
E
C自
由
吉
田
F
可。
R
担
ロ
mgwω
呂
円
目
。
P
4
q
aロ
o
p

ω目。

E
Z
σ
o
E
4司
0日
夕
ロ
ロ
白
山
岳
4

『
凶
円
吉
岡
自
耳
目
。
町
一

(
の
門
戸
口
問
】
耳
目
。
吋
ば
司
角
宮
富
男
。
吋

E
K
F
g
B
σ
g
H・
ω・

可
H
】口問巾同
Maoユロロ
OHZロ
岡
市
ロ
日
B
の
三
官
。
口
同
∞
忠
)

武
力
の
王
オ
ッ
ト
カ
ー
ル
の
夢
は
、
「
冷
党
い
朝
の
微
風
」
に

醒
め
て
、
彼
は
紳
意
に
そ
む
き
、
「
塵
芥
の
如
く
幾
千
の
人
命
を

な
げ
業
℃
た
」
自
己
の
罪
業
を
、
人
間
性
を
無
踊
し
た
罪
過
を
、

「
一
脚
ょ
、
裁
き
た
ま
え
!
」
と
祈
ら
ざ
る
を
得
役
い
。
ル

l
ド
ル

フ
は
戒
め
て
一
吉
田
ろ
、
「
も
し
他
日
倣
慢
の
心
を
以
宅
、
君
主
党
り

と
の
不
遜
の
目
を
上
げ
、
物
事
に
封
ず
る
よ
ろ
に
な
る
・
な
ら
ば
、

今
、
厳
か
た
紳
む
手
に
よ
り
、
治
倒
れ
な
さ
れ
た
武
力
の
王
オ
ッ
ト

四
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で
あ
る
。
例
え
ば
オ
ッ
ト
カ
ー
ル
の
性
格
の
弱
さ
や
ヤ
l
ゾ
シ
の

懐
疑
が
そ
れ
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
へ
の
放
に
よ
っ
℃
、
幾
分
気
分
を
と
り
直
し
党
彼
段
、

一
八
二
八
年
、
第
二
の
歴
史
劇
「
主
骨
粗
の
忠
僕
」
を
護
表
し
た
。

乙
れ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
史
阜
県
を
基
に
し
た
も
D
で
あ
っ
た
た
め
、

前
作
と
同
様
、
上
演
の
禁
止
を
命
ぜ
ら
れ
る
沼
目
と
な
っ
た
。
パ

シ
ク
パ
1
ヌ
ス
は
政
治
家
に
は
似
合
わ
ね
静
か
な
る
心
の
持
主
で

あ
る
。
彼
が
主
君
に
封
ず
る
忠
節
が
、
と
の
劇
の
、
主
要
た
-
ア
!
?

と
な
ヲ
ザ
」
い
る
。
彼
は
王
の
代
理
を
引
受
け
る
と
い
ろ
、
大
き
た

責
任
を
沿
い
、
議
想
よ
り
困
難
な
と
の
任
務
を
、
夫
婦
愛
、
兄
弟

愛
、
自
己
に
劃
す
る
愛
さ
え
も
克
服
し
て
、
途
行
し
よ
ろ
と
す

る
。
卑
小
友
人
聞
が
、
と
と
で
は
道
義
的

E
人
に
た
ら
ん
と
す
る

と
乙
る
に
悲
劇
が
生
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。
乙
ζ

に
は
諦
と
動
と
の

ニ
元
が
分
裂
し
て
悲
劇
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
海
の
波
懸
の
波
」
(
一
八
二
九
年
)
の
悲
癒
は
、
掘
の
泡
か
ら

生
れ
、
「
官
能
を
斥
け
て
精
神
を
統
一
し
、
高
物
の
調
和
ーの
た
め

に
は
、
気
高
い
母
胎
と
な
り
、
性
そ
の
も
の
な
る
が
故
に
性
を
超

越
し
、
人
聞
を
ま
る
で
動
物
の
よ
ろ
に
結
合
さ
せ
る
地
上
的
主
ァ

フ
ロ
デ
ィ

l
テ
で
は
た
く
℃
、
天
よ
り
来
っ
た
た
め
に
天
上
的

危
」
ア
フ
ロ
デ
ィ

l

テ
、
そ
の
神
殿
に
仕
え
る
へ
I
E
l
と
、

グ

P
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
悲
劇
と
そ
の
位
置

レ
ス
ポ
ン
ト
海
峡
を
距
て
・
て
そ
の
劃
岸
に
佐
む
、
純
情
多
感
の
青

年

ν
ア
ン
ダ
ー
と
の
悲
懇
で
あ
る
。
詩
紳
に
仕
え
る
ザ
ッ
フ
オ
C

死
を
、
丁
度
並
に
し
℃
、
紳
の
亙
子
を
求
め
ん
と
す
る
地
の
子
レ

ア
γ
グ
ー
は
、
織
に
死
を
賭
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
紳
の
み
子
と
地
ー

の
子
は
永
遠
の
劃
立
で
あ
る
。
そ
れ
は
死
を
以
℃
罰
せ
ら
れ
ね
ば

・
な
ら
な
い
。
ザ
ッ
フ
オ
を
紳
の
悲
劇
と
い
ろ
た
ら
ば
、
と
ζ

で
は

人
閣
の
悲
劇
と
い
っ
て
よ
か
る
巧
。
乙
の
へ
I
n
-
-
レ
ア
ン
ダ

ー
D
詩
材
は
、
も
ど
よ
り
ギ
リ
シ
ア
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
乙
れ
を
素
材
に
し
た
作
品
は
二
三
に
止
ま
ら
た
い
が
、
近
く

は
シ
ラ
!
の
諒
詩
「
へ
1
E
!
と
レ
ア
ン
ダ
ー
」
が
あ
る
。
と
ま

れ
、
亙
子
の
っ
と
め
を
誓
?
た
へ
1
ロ
ー
は
、
情
筒
の
炎
に
な
め

ら
れ
る
と
、
忽
ち
地
の
子
主
求
め
ざ
る
を
得
た
い
。
優
柔
不
断
の

地
の
子

ν
ア
ン
ダ
ー
は
織
に
狂
え
ば
、
一
紳
の
双
一
子
も
矢
の
よ
う
な

海
峡
を
も
恐
れ
は
し
な
い
。
!
「
丁
度
、
紳
々
が
肱
人
左
導
く
北
極

星
の
よ
う
に
、
彼
等
の
行
震
の
指
導
者
に
と
授
け
ら
れ
た
理
性
の

光
を
打
消
す
者
は
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
歩
、
誰
か
ら
も
同
情
さ
れ

は
し
た
い
。
」
敵
と
味
方
、
憎
む
者
と
愛
す
る
者
と
の
結
合
の
あ

ま
り
の
力
強
ぎ
の
前
に
は
、
ど
う
す
る
乙
と
も
出
来
十
に
誠
ん
で

行
く
の
だ
。
そ
し
℃
、

，、、

d
q
m
国
ロ
o
n
H
M
岱

σ巴
m
V
H同
冊
目
》
・
。
回
回
目

p
a
ロロ司

ωの
HMM円
陣
営
w

一ロ川市田

四
五



グ
，

P
パ
炉
ツ
ェ
ル
の
悲
劇
と
そ
の
位
置

忠
弘
注
目
グ
包
ロ

z
s
z
-
a
E
q
E語
、
田
君
。
『

W
Z
-
u
g

冨

g
g曲
目
岱

ao門
戸
向
。
宮
司
o--gm・
〉

aNaω
・
0
M
g

一
八
三
四
年
の
童
話
劇
「
夢
の
人
生
」
除
、
そ
の
様
式
及
び
用

語
に
於
℃
、
「
組
批
」
に
最
も
涯
く
、
そ
の
イ
デ
ー
は
「
オ
ッ
ト

カ
ー
ル
」
の
そ
れ
に
最
も
近
い
作
品
で
あ
る
。
そ
の
模
範
と
な
っ

た
も
の
は

P
E
o
aロ
の

s
i
e
g
宮
市
問
。
〈
人
生
一
歩
)
や

〈
色
富
山
『
O

の
ぽ

E
B
n
a
s
s
-円
(
白
人
と
黒
人
)
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
と
ま
れ
象
徴
と
し
て
童
話
的
要
素
を
多
く
取
り
入

れ
た
結
、
如
何
に
も
夢
幻
的
童
話
劇
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

ζ

の

劇
D
中
心
思
想
は
夢
か
ら
醒
め
た
ル
ス
グ
シ
の
告
自
に
伺
わ
れ
よ

《
ノ
。
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ル
ス
グ
シ
の
幸
繭
除
、「
つ
つ
ま
し
い
心
の
平
和
」
と
「
罪
に
よ
ご

れ
お
心
」
を
以
て
生
き
る
鈷
に
あ
る
。
彼
は
夢
の
中
で
、
奴
隷
ツ

ア
シ
ガ
の
導
さ
に
よ
っ
℃
、
冒
険
を
重
ね
て
破
誠
の
淵
に
誘
わ
れ

る
。
夢
の
ル
ス
グ
ン
は
ミ
ル
ツ
ア
の
撃
に
目
ざ
め
℃
、
は
じ
め
で

と
の
地
上
の
名
替
や
権
勢
は
あ
わ
い
一
僚
の
夢
で
あ
っ
て
、
民
の

心
の
幸
隔
は
つ
つ
ま
し
や
か
た
一千
和
注
生
活
の
中
に
あ
る
と
と
を

輩
見
す
る
。
グ
l

テ
の
フ
ア
ウ
ス
ト
は
、
久
遠
の
女
性
に
導
か
れ

て
天
園
に
救
わ
れ
る
と
と
に
よ
っ
℃
、
「
意
欲
の
肯
定
」
に
終
り
、

と
と
で
は
ミ
ル
ツ
ア
の
撃
に
隠
醒
め
J

」
、
地
上
の
子
に
蹄
る

P
で

あ
る
。
と
と
で
は
「
意
欲
の
否
定
」
と
な
っ
て
い
る
。
行
動
が
意

欲
に
伴
わ
た
い
と
こ
る
に
破
滅
の
必
然
性
が
あ
る
の
だ
。

三
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
放
を
終
え
て
、
彼
C
唯
一

の
喜
劇
「
詐
る
者
に
耐
あ
れ
」
(
一
八
三
八
年
)
を
盈
表
し
た
が
、

不
評
を
買
ョ
て
以
後
自
己
の
殻
に
と
じ
と
も
っ
℃
、
絡
に
作
品
を

瑳
表
す
る
こ
と
を
し
・
な
か
っ
た
。

と
と
で
二
つ
の
小
説
「
哀
れ
た
音
業
師
」
(
一
八
四
八
年
)
と

「
ゼ
ン
ド
ミ
1
ル
俗
院
」
(
一
八
二
八
年
)
を
見
ょ
う
。
哀
れ
友
音

業
師
ヤ
1
コ
プ
の
愚
直
友
内
向
性
は
、
パ
ル
パ
ラ
の
情
け
を
受
入

れ
る
備
を
知
ら
た
い
。

ζ

の
感
動
す
べ
き
正
直
者
は
、
自
己
の
弱

さ
の
故
に
破
蹴
へ
念
が
ね
ば
た
ら
喝
な
い
と
と
を
知
ら
な
い
。

ー寸

策



が
弱
く
て
、
何
時
も
つ
ま
ら
お
乙
と
に
策
を
と
ら
れ
て
、
自
分
の

と
と
を
自
分
で
始
末
で
き
な
い
」
よ
ろ
た
男
で
あ
っ
℃
、
絶
え
や
ノ

誰
か
の
あ
と
立
℃
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
彼
に
は
、
「
死
よ
り
も

4
y
っ
と
悪
い
み
じ
め
な
生
活
」
を
突
破
す
る
力
は
も
と
よ
り
た

い
。
人
妻
と
た
っ
た
バ
ル
パ
ラ
と
そ
の
子
供
と
共
に
歌
ろ
哀
歌

が
、
せ
め
ず
】
も
の
彼
の
つ
つ
ま
し
や
か
な
幸
幅
で
あ
っ
た
。
然
し

と
の
老
人
は
洪
水
の
際
に
は
、
行
動
の
人
と
し
℃
苑
を
招
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
乙
の
行
動
の
人
は
グ
リ
ル
バ
ル
ッ
エ
ル
の
夢
で

あ
っ
党

ρで
あ
る
ろ
。
と
の
小
説
に
於
け
る
市
民
生
活
へ
の
共
感

は
、
孤
濁
の
詩
人
の
郷
愁
と
い
ろ
ベ
〈
、
音
柴
へ
の
愛
着
は
母
へ

の
、
そ
の
倫
理
性
は
父
へ
の
記
念
で
あ
る
ろ
。

「
ゼ
ン
ド
ミ
I
ル
僧
院
」
の
主
人
公
シ
ュ
グ
ル
シ
z

y
ス
キ
イ

は
、
生
来
内
策
で
孤
猫
を
友
と
し
℃
い
る
。
彼
の
生
活
の
静
け
さ

を
破
っ
た
も
の
は
、
エ
ル
ガ
の
出
現
で
あ
っ
究
。
婚
愛
、
結
婚
、

姦
通
、
報
復
、
そ
し
℃
孤
濁
へ
の
運
命
は
、
失
意
の
ど
ん
底
に
あ

っ
た
蛍
時
の
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
Z

ル
の
暗
い
蓮
命
で
あ
っ
た
・
。
弱
き

善
意
の
人
は
、
燃
え
る
と
と
に
よ
っ
て
誠
び
ね
ば
な
ら
・
な
か
っ

た。
彼
の
死
後
描
匹
見
せ
ら
れ
た
「
リ
プ
ッ
サ
」
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

の
兄
弟
争
い
」
「
ト
レ
ー
ド
の
ユ
グ
女
」
た
ど
は
、
箆
底
深
く
描

グ
官
ヲ
ル
パ
炉
ツ
エ
ル
の
悲
劇
と
そ
の
位
置

わ

れ

て

い

た

も

の

で

あ

る

。

政

治

問

題

が

取
扱
わ
れ
て
い
る
。
有
名
た
ベ
!
メ
シ
の
ク
ロ
ー
ク
ス
と
そ
の
娘

建
及
び
プ
リ
ミ
ス
ラ
ウ
ス
の
物
語
に
取
材
し
℃
い
る
。
と
れ
は
後

述
す
る
筈
で
あ
る
が
、
り
プ
ッ
サ
の
統
治
は
愛
の
政
治
で
あ
る
が
、

彼
女
が
夫
と
し
℃
選
ん
だ
プ
リ
ミ
ス
ラ
ウ
ス
の
政
治
は
、
法
治
の

進
歩
の
政
治
で
あ
る
。
リ
プ
ッ
サ
は
、
プ
リ
ミ
ス
ラ
ウ
ス
の
園
家

に
従
ろ
こ
と
が
出
来
な
い
。
彼
女
の
敬
度
た
魂
は
進
歩
主
義

P
政

治
家
に
於
い
℃
誠
ん
で
し
ま
針
ノ

0

リ
プ
ッ
サ
は
指
導
者
と
怒
る
と

と
は
出
来
危
い
。
彼
女
が
プ
リ
ミ
ス
ラ
ウ
ス
に
於
い
て
見
る
も
の

は
、
新
し
き
文
化
の
戟
士
で
あ
る
。
新
し
き
文
化
む
出
現
に
古
き

文
化
は
訣
別
し
な
け
れ
ば
た
ら
友
い
。
と
と
で
は
、
「
夢
の
人
生
」

に
於
け
る
「
静
安
た
る
平
和
の
絶
劃
的
債
値
」
が
、
よ
り
高
き
人

生
理
想
の
可
能
性
の
前
で
は
友
く
℃
、
確
置
の
前

κ不
安
な
る
動

揺
を
は
じ
め
て
い
る
。

「
リ
プ
ッ
サ
」
に
は
、

「
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
兄
弟
争
い
」
は
、
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
子
ル
の

あ
の
悲
痛
た
る
諦
念
で
貫
か
れ
て
い
る
。
「
諦
念
が
詩
人
固
有
の

苦
悩
で
あ
る
た
ら
ば
、
と
の
諦
念
よ
り
生
や
る
罪
業
の
認
識
は
最

深
の
痛
苦
で
あ
る
。
」
そ
し
て
乙
乙
に
於
い
て
も
叉
、
純
粋
た
る
静

観
と
積
極
的
生
の
何
動
と
が
1

不
安
友
混
飢
を
起
し
て
い
る
の

だ
。
「
人
聞
に
於
け
る
精
神
的
危
る
も
の
の
最
も
心
奥
の
信
念
が
、

四
七



グ

u'
ル
パ
ル
ツ
L

L

P

O

慈
劇
と
そ
の
位
置

乙
こ
で
は
意
志
と
な
り
、
情
熱
と
な
っ
て
い
る
。
卸
ち
、
信
仰
の

た
め
に
世
界
は
死
の
に
く
し
み
に
燃
え
立
つ
の
で
あ
る
。
門
的
生

活
の
極
度
の
混
鋭
の
悲
劇
的
類
型
を
ド
シ
・
ツ
ェ
ザ
!
の
形
姿
に

見
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
る
ろ
。
彼
の
ル

l
ク
V

チ
ィ
ア
に
劃
す

る
闘
係
は
、
認
識
と
情
熱
と
の
ひ
そ
や
か
た
る
混
鋭
の
表
現
で
あ
・

る
。
更
に
、
と
と
で
も
叉
、
ル

1
ド
ル
フ
二
世
の
ヤ
1
コ
プ
に
見

右
が
如
き
内
面
的
弱
さ
を
指
摘
し
て
た
ζ

ろ
e

「
ト
レ
ー
ド
の
ユ
グ
女
」
で
は
、
王
者
と
し
て
の
よ
り
高
き
義

務
と
個
人
的
事
柴
へ
の
欲
求
と
の
聞
の
動
揺
が
テ
1
マ
と
・
な
っ
て

い
る
。
倫
理
的
理
想
か
ら
の
脆
落
は
、
ζ

ζ

で
は
不
可
欠
の
必
然
、

否
、
人
生
の
要
請
と
な
っ
て
い
る
。
心
の
静
安
に
あ
き
足
ら
や
、

ひ
そ
か
に
情
熱
的
人
生
の
危
険
の
議
感
に
ふ
る
え
て
い
る
王
の
前

に
、
静
止
を
知
ら
な
い
永
遠
の
運
動
と
し
て
ラ

l
エ
ル
が
あ
ら
わ

れ
る
の
だ
。
義
務
と
提
と
秩
序
よ
り
知
ら
ぬ
王
を
、
デ
モ

1
=
ッ

シ
ュ
な
カ
を
以
て
一
惹
き
つ
け
る
も
の
は
、
暗
の
不
安
で
あ
る
。
静

と
動
と
の
劃
立
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
℃
、
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
宿
命
的
た
悲
劇
的
人

聞
と
そ
の
代
表
的
悲
劇
作
品
の
概
観
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
シ

ラ
1
の
言
っ
J

」
い
，
る
よ
ろ
に
悲
劇
的
人
聞
は
、
そ
の
人
自
身
の
中

に
於
て
矛
盾
な
く
紳
に
至
る
素
質
を
持
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
危

四
l¥. 

ぃ
。
然
し
そ
の
憂
愁
は
永
遠
の
相
麹
で
あ
っ
た
。
「
旭
枇
」
や
「
金

羊
毛
皮
」
に
於
け
る
運
命
に
封
ず
る
入
閣
の
抵
抗
、
「
ザ
ッ
フ
方
」

に
於
け
る
詩
一
脚
に
封
ず
る
人
聞
の
封
立
、
同
じ
く
「
ヘ
パ
ロ

l
・
ν

ア
ン
ダ
ー
」
に
於
け
る
神
人
の
相
砲
、
「
金
羊
毛
皮
」
の
文
化
(
古

典
主
義
〉
に
劃
す
る
野
蟹
(
浪
漫
主
義
)
の
二
元
、
更
に
「
宏
ツ

ト
カ
ー
ル
」
の
明
暗
二
筋
の
途
、
「
主
君
の
忠
僕
」
「
ト
レ

l
p」

の
静
と
動
の
悲
劇
、
「
夢
の
人
生
」
「
哀
れ
な
管
業
師
」
の
行
動
と

意
欲
の
相
魁
、
「
哀
れ
た
一
音
業
師
」
と
「
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
」
の
弱

さ
と
善
意
に
射
す
る
運
命
の
苛
酷
、
「
F
プ
ッ
サ
」
に
於
け
る
保

守
(
愛
)
と
進
歩
ハ
冷
静
)
、
邸
ち
女
性
掛
男
性
の
争
い
、
「
ハ
プ
ス

プ
ル
ク
」
の
静
観
と
衝
動
と
の
痛
苦
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

乙
の
封
立
の
悲
劇
を
ミ
ユ
ン
ヒ
(
口
語
冨
信
号
ど
は
弐
の
如
〈

表
現
し
℃
い
る
。

開
『
回
目
。
宮
内
凶
器
寸
話
匹
目
。

g
z
e
B
冨
也
君
『
V
M山
富
岡
山
阻
宏
司

開
口
己
目
。

zwoZCHa
の∞
-q白
ロ
仏

g
v
a持
品
。
田
昌

g
閣
の
冨
ロ
聞
広
島
常

d
D
S門出向。巴同
O
R
a
g
の
え
ロ
V
Z・
(
巴
由
。
冨
毎
回
O
V
一
ロ
町
、
吋

Ea

唱。『田

αロロ
n
F
W
O
山
神
司
・
。
江
戸
日
間
】
卸
『
N
O
『印

国闘

将 W

ロ旨.

8ロ
ご i

z 

と
の
二
元
相
魁
は
、
何
時
の
場
合
で
も
一
方
の
生
成
は
他
方
の

破
誠
を
呼
ん
で
い
る
。
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
に
於
い
て
は
、
リ
プ



ツ
サ
と
ヅ
リ
ミ
ス
ラ
ウ
ス
の
劃
立
は
あ
っ
℃
も
、
と
れ
に
封
ず
る

ω
当時
F
2
0
は
あ
り
得
た
い
。
彼
が

E
っ
て
趣
愛
闘
係
に
あ
っ
て

メ
デ
ア
の
原
型
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
オ
シ
・

バ
ウ
ム
ガ
ル
ア

y
の
死
ん
だ
時
の
彼
の
心
。
「
今
日
氷
か
と
思
ろ

と
、
明
日
は
火
と
災
だ
」
、
と
い
ろ
封
立
、
=
N
d
『
包
ω
g
Z
宮

@
ぽ
湾
問
E
聞
で
簡
は
=
i
s
g
ロ
H
o
g
-
m仲

間

g

z

と

こ

三

E

、

仰
の
仲
守

m
E
と
の
相
魁
で
あ
る
。
〆

肉
H
O
M
m
?
の
ユ
ロ
匂
耳
目
『
羽
山
田
曲
。
ロ
d
q
o
E
ぬ
ぐ
O
ロ
包
g
B
V
巾
由
0
・

ロ
m
o
ロ
品
。
ロ
の
o
g
ロ
昌
弘
Z
O
H
H
目
。
ロ
N
d
Z
由
o
v
o
ロ
富
町
ロ
ロ
ロ
ロ
品

詞
包
σ"
回
目
。
由
主
目
。
ロ
【
凶
{
O
F
S
Z
W
1
0
ω
g
w
g
匂
o
m
g
E
e
円

4
5
m
o
a
o
u
m
目
印
0
4
『
広
巾
ロ
関
門
問
。
肉
N
4
『
Z
O
V
ゆ
ロ
品
。
ロ
の
g
n
E
2
v・

4

5

E

P

宮
内
同
O
B
g
E
『
包
括
g
a
d
耳
目
司
官
話
岡
山

Z
・

2
E
-
S
円
冨
5
0
F
m
H
4
5
m
M
R
v
o

ロg
E
E
品
g
n
v
k
v
g
ω
・

ω∞
同
)

彼
に
あ
っ
セ
は
、
男
女
の
至
踊
の
喜
び
に
劃
す
る
排
載
も
な
け

れ
ば
、
い
わ
ん
や
、
和
合
の
喜
び
は
も
と
よ
り
存
在
し
は
し
な
い
。

売
だ
一
方
の
勝
利
は
、
他
方
の
淡
落
と
左
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
勲
、
ク
ラ
イ
ス
ト
と
軌
を
一
つ
に
し
て
い
る
。
永
遠
の

封
立
に
封
ず
る
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
人
生
観
は
諦
念
で
あ
っ

売
。
ム
シ
ユ
ク

(
d
q
M
世
田
件
。
同
冨
ロ
国
各
ぬ
)
は
、
詩
人
に
於
け
る
諦

グ

p
p
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
悲
劇
と
そ
の
位
置

念
は
ω
岳
c
E
の
認
識
で
あ
っ
て
、
最
深
の
痛
苦
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。

彼
の
文
皐
に
於
い
J

」
は
、
光
一
が
そ
の
艶
極
た
る
聞
の
中
に
身
を

投
じ
て
、
そ
れ
と
載
っ
て
再
び
光
と
た
っ
て
障
っ
て
来
る
と
と
は
左

ぃ
。
光
と
閤
と
の
和
解
は
あ
り
得
た
い
。
光
が
閣
の
た
め
に
あ
る

の
で
は
・
な
く
て
、
閣
が
光
の
究
め
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
一
-
買

え
ぽ
聞
は
光
に
依
っ
て
盆
t

そ
の
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
注
力
を
賞
聾

す
る
の
で
あ
る
。
と
れ
は
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
に
於
け
る
宿
命
的

罪
業
を
照
ら
す
光
の
、
何
時
も
は
か
な
く
、
「
あ
ま
り
に
も
遅
す

ぎ
る
」
に
似
て
い
る
。
父
方
の
デ
モ

f
ニ
ツ
シ
ユ
た
陰
性
は
、
・
母

方
の
暗
闇
器
の
断
庫
上
の
光
売
る
陽
性
と
融
け
合
ろ
こ
と
を
知
ら
た

い
。
乙
の
二
つ
の
魂
の
調
和
に
苦
し
み
ね
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
彼

自
身
の
二
元
が
そ
の
ま
ま
、
彼
の
悲
劇
文
撃
の
特
徴
を
な
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
彼
に
於
い
て
は
、
過
去
に
劃
す
る
現
在
の
挑
戦
か

ら
未
来
が
生
れ
て
く
る
こ
と
も
、
未
来
を
暗
示
す
る
と
と
も
忽

ぃ
。
む
し
ろ
、
過
去
に
封
ず
る
現
在
の
挑
戦
の
結
果
、
現
在
は
過

去
の
デ
ー
モ
ン
に
敗
北
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
文
撃
に
は
グ
1
テ

の
「
エ
ル
ケ
!
ニ
ツ
ヒ
」
は
あ
っ
て
も
、
=
ω
許可

σ
ロ
ロ
弘
司
O
可
品
。
一
=

の
輩
現
は
な
い
。
む
し
ろ
鞍
い
ね
い
て
波
落
し
て
行
っ
た
ク
ラ
イ

ス
ト
や
ヘ
ル
グ

1
F
シ
に
遇
じ
て
い
る
。
彼
は
「
悲
劇
の
本
質
」

四
九



F
-
p
u
F
パ
ル
ヅ
手
作
の
悲
劇
と
そ
の
位
置

の
中
で
、
同
目
、
吋
『
凶
ロ
O
B
E
o
g
ロ
ロ
ロ
d
q
町
内
凶
O
E
4
『
叩
色
。
一円
色
。
可

p
o
F
O
M
骨
・0
V
O
円
色
0
2
0
丹
羽
B
R
H
F
岡
田
n
O
R
a
R
g
o肉

4
0
『
R
E
S
-

，
。
常
時
ロ
包
m
o
w
o
v
a
-

巴
S
2
2
0
H
ロ
冨
】
窓
口
a
g
母
国
仲
買
@
E
『

a
g
m
ロ
o
E
N
C
M
m
田
氏
側
o
u
d
『
O
『
岱
-
M
O
『
仙
の
伊
良
σ
O
円
阿
倍
M
N
a
o
円
申
ロ
ゲ

m
o
宮
ロ
m
o
m
o
s
s
冨
包
ロ
g
m
z
n
・

3
ュ
ロ
宮
R
R
6
4
司
。
昇
。

口
・
ω
-
E
u
q
u
R
a
g
d
吉
田
g
a
o
門
叶
富
岡
注
目
。
)
と
越
べ
て

い
る
。然

し
、
彼
の
悲
劇
文
筆
は
何
時
も
人
聞
を
試
練
じ
、
浮
化
ず
る

カ
を
持
つ
℃
い
る
。
ザ
ッ
フ
オ
、
へ

1

ロ
l

・
ν
ア
シ
グ
!
の
苦

情
は
、
紳
に
つ
か
ん
と
す
る
人
聞
の
普
通
的
苦
悩
に
ま
で
高
め
ら

れ
℃
行
っ
た
し
、
「
旭
枇
」
や
「
金
羊
毛
皮
」
に
於
け
る
、
運
命
に

劃
す
る
人
聞
の
挑
鞍
は
、
人
間
一
般
の
苦
情
と
し
て
、
永
遠
に
l
八

聞
の
心
を
は
た
れ
な
い
で
あ
る
ろ
。
シ
ュ
グ
ル

シ
エ
シ
ス
キ
イ
ー

や
ヤ
l
コ
プ
の
如
き
善
意
の
人
聞
の
受
け
る
試
煉
は
、
必
十
や
内

省
的
人
聞
の
心
を
捉
え
て
離
さ
・
泣
い
で
あ
る
ろ
。
か
く
の
如
く
棋

の
悲
劇
文
畢
が
、
普
遍
的
人
間
苦
悩
に
通
守
る
将
化
試
煉
の
も
の

と
な
り
得
て
い
る
と
と
は
、
そ
れ
だ
け
彼
の
文
皐
を
高
か
ら
し
む

る
所
以
で
あ
る
。

戎
に
民
の
悲
劇
は
、
死
の
文
撃
で
あ
る
よ
ろ
に
、
グ
リ
ル
バ
ル

ツ
Z

ル
の
悲
劇
に
於
い
て
も
そ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
む
生
命
を
失
ろ

五
O 

ζ

と
な
く
し
て
は
、
そ
れ
を
救
ろ
と
と
の
出
来
な
い
人
間
括
勤
の

終
勲
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
ザ
ッ
フ
オ
の
死
、
へ
1
ロ
l

・
レ
ア

ン
ダ
ー
の
死
、
そ
し
℃
ヤ
1

コ
プ
の
死
な

E
は
す
べ
J
」
そ
う
で
あ

っ
た
。
す
べ
て
の
光
左
拒
否
す
る
死
の
、
驚
き
の
文
撃
で
あ
っ
た
。

特
に
、
ザ
ッ
フ
定
の
あ
の
紳
k

し
い
最
後
の
一
瞬
を
、
そ
し
℃
、
そ

の
驚
き
左
忘
れ
る
と
と
は
出
来
た
い
で
あ
る
ろ
。
ム
シ
ユ
ク

β
、

寸
町
民
ぬ
凹
聞
の
v
o
u
w
耳
目
的
目
白
骨
寸
o
a
o
国
内
同
日
。
伊
丹
g
m
-
ω
向
。
w
g
山
田
骨

誌
の
Z
Z
B
a
w
ロ
o
ユα回
g
e
ロ
-
耳
目
白
n
v
g
J『
o
a
・
2
の
V
ロ
F
o
z

c
B
内
凶
g
s
z
o
v
g
門
目
。
曲
由
民
窓
口
問
見
聞
の
V
E
B
B
O
『

5
・
国
O
ロ

E

a
o
H
ロ
ロ
同
ロ
O
F
ロ
ω
の
V
H
O
O
R
ロ
山
田
、
a
m
回
俗
戸
。
印
同
品
目
。
町
民
〈
@
門
出
ロ
凶
佐
川
町
品
口
・

(
巧
包
芯
『
冨
g
n
v
n
叶
E
関
山
田
の
V
O
F
5
E
件
再
ぬ
g
n
z
n
v
g
ω
・

ω∞
切
)

と一一
一一ロ
っ
て
い
る
。

ウ
ェ
イ
ド
V
〈
司
目
白
色
自
由
門
司
忠
良
O
)
け
共
の
如
く
述
べ
て

い
る
。
「
華
街
の
悲
劇
、
つ
ま
り
十
九
世
紀
と
現
代
に
於
け
る
詩

と
詩
人
の
悲
劇
は
、
皐
に
美
事
的
水
準
、
祉
合
的
水
準
か
ら
考
え

ら
れ
た
だ
け
で
は
決
し
て
理
解
し
得
る
も
の
で
は
友
い
。
そ
れ
は

宗
敬
的
水
準
-
K
於
い
て
の
み
異
に
徹
底
し
て
理
解
し
得
る
。
.

一
一側
の
事
術
家
た
る
と
と
は
、
と
り
も
な
た
さ
や
、
ひ
ど
つ
の
不

信
む
世
界
む
民
っ
た
だ
友
か
に
於
い
て
、
信
仰
告
白
を
敢
え
て
断



行
す
る
と
と
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
た
い

l
iつ
ま
り
、

そ
れ
は
一
個
の
殉
敬
老
の
王
冠
を
か
ち
得
ん
と
す
る
憧
慨
を
意
味

す
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
賞
人
は
少
し
お
御
存
じ
た
い
ー
ー

と
と
に
於
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
さ
に
悲
劇
の
一
核
心
に
到
達
す

る
」
。
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
が
、
嫉
妬
に
満
ち
た
批
評
、
狭
量
友
検

閲
、
無
理
解
た
政
治
、
創
造
的
危
仕
事
に
同
情
を
持
た
な
い
大
衆

の
担
絶
・
な
ど
の
重
な
る
不
信
の
た
だ
中
に
於
い
て
、
創
作
を
つ
づ

け
、
格
に
は
と
の
世
と
生
と
を
諦
め
、
ま
す
ま
す
人
聞
か
ら
遠
ざ

か
っ
℃
孤
猫
人
と
し
℃
、
生
へ
の
意
志
を
断
乎
た
る
禁
欲
的
敬
喜

を
以
セ
創
作
し
つ
つ
、
精
紳
的
生
成
、
内
的
勝
利
と
外
的
波
落
、

精
神
的
自
我
の
肯
定
と
肉
健
的
自
我
の
否
定
へ
と
、
卸
ち
宗
教
的

水
準
へ
と
志
向
し
て
い
ヲ
た
と
と
を
、
と
と
で
、
特
記
し
み
な
け
れ

ば
た
ら
た
い
。2 

グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
の
創
作
活
動
の
最
も
旺
盛
た
時
期
は
、
恰

も
浪
漫
主
義
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
古
典
主
義
の
築
き
あ
げ
た

「
完
成
と
静
止
」
の
貴
族
的
側
性
文
ル
仰
が
、
一
度
は
そ
の
理
念
と

'形
健
と
の
自
由
な
完
全
友
調
和
に
よ
っ
て
、
人
間
的
精
神
を
表
示

し
た
が
、
そ
れ
が
感
性
化
む
極
黙
に
達
す
る
と
、
や
が
て
、
新
し

グ
リ
ル
パ
ル
ヅ
エ
ル
の
悲
劇
と
そ
の
位
蛍

き
生
命
衝
動
に
よ
っ
℃
突
破
せ
ら
れ
、
「
無
限
と
運
動
」
の
新
し

い
浪
漫
主
義
の
登
場
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
「
ザ
ッ
フ
オ
」
、
「
金

羊
毛
皮
」
に
は
古
典
的
色
彩
を
と
ど
め
て
は
い
る
が
、
そ
の
他
の

作
ロ
聞
に
は
殆
ん
ど
そ
の
影
を
と
ど
め
℃
い
た
い
。
「
風
枇
」
が
稜

表
せ
ら
れ
た
の
は
一
八
}
六
年
で
あ
っ
た
o

s
ζ

む
悲
劇
が
ず
ェ
ル

ネ
ル
流
の
運
命
悲
劇
と
見
な
さ
れ
る
と
と
を
、
彼
は
欲
し
・
な
か
っ

た
し
、
又
一
プ
ウ
ベ
(
問
。
日
ロ
ユ

n
F
F
ω
g
Z
)
iも
そ
れ
を
擁
護
せ
ん

と
し
て
い
る
し
、
ナ

l
下

-
7
1
〈旬。由

a

z白色
H
O
H
)

も
、
口
問
。

〉
町
民
話
口
山
田
仲
田
向
。

z

o

z
ω
n
z
n
E
ω
-
a
E自
m-
回

O
E
o
g

の
ゆ
印
刷
》
叩
ロ
叫
芯
『
田
2
M
n
w
・
(
一
『
-
Z
ω
色目。円

υ

F
伊丹市一
R
W
A

ロ
司
肉
。
回
庄
の

V
S

C
凹件。円円。宮町田

ω・
ω
N
H
)

と
言
っ
て
い
る
が
、
ス
テ
フ
ァ
ン
ス
キ

イ
1
(
のゆ
O
円
拘
留
広
告
再
三
の
言
っ
て
い
る
よ
ろ
に
、
「
自
己
の

意
志
の
痛
苦
の
憧
験
た
る
不
自
由
か
ら
バ
グ

H
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
は

相
場
命
と
い
う
理
念
を
持
ち
出
し
た
」
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
矢

張
、
自
然
の
秘
奥
を
探
っ
て
我
々
の
意
志
の
と
ど
か
な
い
、
神
崎

た
る
も
の
の
力
を
借
り
た
の
で
あ
っ
て
、
浪
漫
主
義
の
運
命
観
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
ス
キ
ー
は
績
け
て
言
ろ
。

同ロ【凶
O円
ωnZOWE-曲
目
【
凶
諸
国

mwMO『冊目ロ
o
p
a
s
s
-
S仲間
Oロ

門凶
2

Z
民
号
ロ

O寄
g
a
m
w
o
F
色
。
プ
ぐ

Oロ
ロ
ロ
国
司

B
d
q巴
g

g
喜
志
ロ
両
首
g
E
R
O
B
C自由
S
E
m
-
c
-
E
ロ
oovBOVHh

互王



グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ

L
F

の
悲
劇
と
そ
の
位
惟

円
凶

S
w
a
g山曲。
v
g
N
d
q
g
w
a
o円値目戸
g
H
Z巳
ロ
ア
富
。
ロ
阻

nvvoF

4
2
F
C
0
3
E
E
2・
(
の
。
。
品
盟
忠
告
白
芝
日
の
円
呂
志
『
自
『
.
回

想
室
町
。
剛
M
O
B
Sロ
吾
宮
山
神

ω・
NU吋
)

し
か
し
、
二
年
後
の
「
金
羊
毛
皮
」
は
ク
リ
ン
ガ
1

(
司
・
冨
・

臣
官
官
『
)
の
「
メ
デ
ア
」
が
、
浪
漫
主
義
の
運
命
悲
劇
と
閉
じ

く
、
晶
化
さ
れ
人
格
化
さ
れ
℃
い
る
の
に
反
し
、
と
と
に
於
け
る

グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
の
運
命
観
は
、
経
験
内
的
で
あ
り
、
も
早
ゃ
、

外
か
ら
干
渉
す
る
カ
と
か
、
復
讐
す
る

Z
O
B
g
E
と
し
て
あ
ら

わ
れ
や
、
出
自
色
ロ
ロ
ぬ
を
推
進
す
る
翠
な
る
力
、
邸
ち
、
附
随
的

現
象
と
し
て
象
徴
的
な
装
飾
に
ま
で
た
っ
で
い
る
き
ら
い
が
あ

る
。
彼
が
浪
漫
主
義
の
運
命
悲
劇
と
早
く
も
訣
別
し
・
な
け
れ
ば
怒

ら
た
か
っ
た
底
に
は
、
彼
の
浪
漫
主
義
に
封
ず
る
敵
封
的
態
度
を

見
な
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
。

浪
漫
主
義
が
無
限
の
中
に
身
を
任
ね
て
、
宇
宙
、
神
、
蓮
命
、

人
聞
の
心
臭
、
人
類
の
未
来
を
志
向
し
て
行
っ
た
時
、
グ

prN
パ

ル
ツ
ェ
ル
は

u
u
E回
の

o
E
V
H
a耳
目
ロ
FO伊丹注目
g
厚
生
。
z
g

E
o
E
O
B
口
器
包

H
k
v
g
z
(の
円
百
MMmRR.由
喝
。
品
。
ロ
・

ω-

AmHO
己
目
。
ロ
岳
山

nptw
a骨
常
国

ωnvα
吾

a
g阿南
w
Z
E凶
〉
を
美
感
ど
定

義
づ
け
る
と
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
、
浪
漫
主
義
の
「
無
限
」
か
ら

「
有
限
」
を
取
り
出
し
、
そ
れ
が
統
一
を
保
つ
時
、

!美
感
を
惹
起

五

す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
無
限
な
る
も
の
の
消
失

の
あ
と
の

mzvo
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
評
論
「
ノ
グ
ア

l
F
ス」

ハ
一
八
二
八
年
)
の
中
で
言
ろ
。

ロ
毛
色
目
。
ロ

2
2
0
v
g
a日g
O
B
田
nvgwo-ロ
&
冊
目
寸
品
ロ

8
0白

色何回

R
Z
E'g
a
e印ぬ吋即時【
0
8ロ
〉
E

Sぬ
田
内
笹
山
尚

W
O
R
aロ
g

曲
OHM030ロ
唱
。
円
神
宮
山
目
。
肉
g
L
2
0
σ
g品
g
d
a
E島
内
出
0
8司

zmgop・(の司即日目
U
R
g『
‘
園
調
。
拝
。
ロ
・

ω
-
E
N
Z。
S

E〉

第
二
に
浪
漫
主
義
の
拘
束
さ
れ
お
自
由
友
主
観
は
、
や
や
も
す

れ
ば
形
式
破
壊
に
魁
か
ん
と
す
る
が
、
グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
は
浪

漫
的
な
無
限
性
が
、
カ
オ
ス
的
解
憧
的
に
働
く
ζ

と
に
は
堪
え
ら

れ
・
な
か
っ
た
。
彼
の
理
性
は
世
界
を
否
定
し
た
が
、
彼
の
感
情
は

世
界
を
肯
定
し
℃
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
浪
漫
主
義
の
理
性
と
感

情
と
の
戟
い
を
心
よ
く
思
わ
喝な
か
っ
た
。
彼
は
テ
ィ
、I
ク
を
評
し

℃
言
ろ
。

開司

Fm骨
の
a
a・
4qo
の
o
E
4
0
8
2
0
D
h
o『
宮
同

MWσ2

M同

g
v
σ
@山ロ匙
HO
ロJ

ロ
円
。
。
山
田
グ

4『
o
g
M宮
臥
開
日
志
向
paロロぬ

mロ-

W
O
B
B
?
(
H
4・
q曲
4
2円
宮
口
・

ω-UHH
河内

g
m
a持
冨

NO)

第
三
に
音
無
に
劃
す
る
聞
係
で
も
U

る
。
浪
漫
減
の
人
々
に
と
っ

て
は
、
す
べ
て
は
音
柴
に
費
様
さ
れ
党
@
詩
句
は
音
柴
で
な
付
れ

ば
た
ら
・
な
か
っ
た
。
内
容
よ
り
も
音
楽
は
、
彼
等
に
救
済
を
る
た



ら
し
・
売
。
グ
ア
吋
ム
ケ
ン
ロ
ー
グ
l
除
、
「
音
柴
の
ひ
び
き
で
苦
み

や
世
界
か
ら
救
済
さ
れ
る
迄
、
時
の
車
輸
を
廻
さ
ね
ば
危
ら
ね

裸
の
聖
者
」
の
不
思
議
な
メ
ル
ヘ
ン
を
書
い
た
。
グ
リ
ル
バ
ル
ツ

Z

ル
に
あ
っ
て
は
、
内
容
と
音
柴
と
が
組
み
合
っ
て
一
つ
の
調
和

を
左
し
℃
い
た
。
，
浪
漫
抵
の
人
々
が
愛
し
た
音
柴
は
感
情
の
青
葉

で
あ
っ
た
。
無
限
に
前
進
せ
ん
と
す
る
音
柴
で
あ
っ
売
。
と
れ
に

反
し
て
、
グ
リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
、
の
一
青
葉
は
、
音
と
詩
伺
と
の
聞
係

を
重
硯
し
よ
ろ
と
し
た
の
で
あ
る
。
邸
ち
形
式
的
な
離
を
室
硯
し

た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
浪
漫
主
義
の
若
い
文
皐
に
劃
し
て
、
被
が
極
め
て

批
制
的
で
あ
っ
た
ζ

と
は
十
分
結
論
づ
け
る
と
と
が
出
来
よ
ろ
。

彼
は
一
八
二

O
年
の
評
論
に
沿
い
℃
、
浪
捜
振
の
人
々
を
評
し
て

次
の
如
く
遮
べ
て
い
る
凶

口問。
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5
m件

8
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gロ
-asg
盟

S

E円

開
。
宙
開
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曲
目
色
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a
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富
島
常
ユ
E
O円
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g
a
m
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-
S
F
g
a
R
n
y
品
目
。
。
即
日
巴
ロ

3
4『
邑
宮
町
回
目
。

v
s
p
a
m
-
Zロ

色。円相内

g
a
N白
色

g
B
O円
m
g
z
n
v
g
の

m
E
8・
N
E
O
E
R

関
口
ロ
略
持
者

OE40『
E
E
8
4『
o
a
g・
(
の
江
戸
目

HvmRO『
.
回
当
。
円
宮

ロ・

ω
-
g
u
m
O
B
B
S内
同
∞
芯
)

延
び
彼
の
作
口
聞
に
目
を
轄
じ
よ
ろ
υ

明
ら
か
に
敵
腕
し
た
浪
漫

グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
品
悲
劇
と
そ
の
位
置

振
で
は
あ
っ
党
が
、
彼
の
作
品
の
個
々
を
見
る
場
合
、
と
の
時
代

の
奔
流
に
流
さ
れ
た
と
は
断
言
出
来
な
い
ま
で
も
、
そ
の
傾
向
の

著
し
い
作
品
を
拳
げ
る
と
と
に
、
私
は
暗
躍
し
た
い
で
あ
る
ろ
。

即
ち
、
ヤ
シ
ケ
(
河
口
品
。
民

E
ロ
宮
)
は
、
グ

P
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル

は
浪
漫
主
義
作
家
で
は
友
い
け
れ
ど
も
、
浪
漫
的
作
家
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
「
ザ
ッ
フ
オ
」
の
格
調
の
美
し
さ
に

も
ま
し
℃
、
フ
ア
オ
ン
に
は
、

p
カ
ル
グ
・
フ
ウ
フ
の
言
ろ
J

性

格
と
調
和
」
が
依
け
で
は
い
危
か
っ
た
で
あ
ろ
ろ
か
。

V

ア
ン
ダ

ー
は
念
流
の
栴
の
彼
方
に
轍
仰
の
柴
闘
を
張
感
す
る
純
情
多
感
の
青

年
で
は
・
な
か
っ
た
か
。
ア
ル
ゴ
l
披
の
ヤ

1
・y
y
は
、
フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
シ
ユ
レ
!
日
ゲ
ル
の
言
ろ
，
「
憧
憶
と
愛
」
の
み
が
、
「
経

艶
と
無
限
」
へ
迫
り
得
る
と
信
じ
て
い
た
で
は
・
な
い
か
。
ャ
!
ゾ

ン
の
仏
ロ
即
日

OV忠
弘

g
の
苦
同
色
白
ロ
ア
品
目
。

ω宮内
8
3
M
O
E
(司
-

c
d
司
R
ぽ

F
U
B
m
O
E
m
g
ヨ
山
富
田
・
冨

a
g
H・〉口町一
Nロぬ

ω
・
ω
N
m
)
の
言
葉
は
、
自
己
に
針
す
る
警
策
で
は
友
か
っ
た
か
。

「
夢
の
人
生
」
の
ル
ス
タ
シ
は
時
聞
か
ら
逃
亡
し
て
、
一
度
び
は

現
賓
世
界
左
否
定
し
た
で
は
喝
な
い
か
。
そ
し
て
、
彼
は
昼
想
世
界

左
夢
幻
形
式
に
托
し
て
い
る
が
、

ζ

の
空
想
世
界
は
現
賓
よ
り
も

高
い
意
味
の
異
質
内
容
を
持
つ
℃
い
た
。
現
安
世
界
が
彼
の
理
想

む
障
害
と
た
ヮ
て
、
出
口
の
た
い
絶
針
的
危
一
一
種
む
施
霊
感
を
夢

五.



グ
'
ペ
ハ
ル
ヅ
エ
ル
四
日
悲
劇
と
そ
の
位
置

幻
に
托
し
党
も
の
で
あ
る

0

・従
っ
℃
「
夢
の
人
生
」
は
象
徴
主
義

的
傾
向
を
有
す
る
浪
浪
的
作
品
で
あ
る
んa

言
わ
ざ
る
を
得
た
い
で

あ
る
ろ
。

個
A

の
作
ロ
聞
に
は
浪
漫
的
香
り
の
高
.い

も
の
が
少
く
な
い
が
、

乙
れ
を
浪
浪
派
の
作
品
と
分
つ
も
の
は
、
そ
の
徹
底
性
の
依
如
で

あ
る
ろ
O

ブ
ア
オ
シ
は
、
ザ
ツ
フ
オ
の
死
に
直
面
し
て
、
司
各

自
由
同
一
ロ
ロ
B
O
E
問。y
s冊
目
口
一
と
叫
ば
ぎ
る
を
得
・
な
か
っ
売
し
、

ア
ル
ゴ

1
披
の
空
想
と
強
感
に
み
ち
た
ヤ
1
・y
y
は
、
第
三
部
メ

デ
ア
に
至
ヲ
℃
現
貨
を
甘
受
せ
ん
と
す
る
常
識
人
に
た
り
さ
が
ヲ

て
し
ま
ろ
。
「
夢
の
人
生
」
に
沿
い
て
さ
え
、
夢
か
ら
醒
め
た
ル

ス
タ
シ
は
現
賓
と
の
安
協
に
よ
っ
て
、
幸
隔
を
つ
か
む
の
で
あ

る
0

・
党
新
人
僅
に
、
へ
!
ロ
l

・
ν
ア
ン
ダ
ー
に
於
け
る
レ
ア
シ
グ

ー
に
、
俗
物
性
と
の
安
協
を
許
さ
な
い
死
左
賭
し
た
人
間
性
の
憧

憶
を
見
る
ζ

と
が
出
来
る
だ
け
で
あ
る
。
浪
浪
主
義
の
拘
束
さ
れ

ぬ
悉
意
的
た
自
由
な
主
観
が
、
形
式
破
療
の
傾
向
に
訟
も
む
き
つ

つ
、
あ
く
ま
で
憧
憶
に
固
執
し
て
仮
象
の
世
界
を
作
り
出
し
、
そ

ζ

に
経
験
の
世
界
全
慢
を
そ
む
深
奥
K
於
い
て
統
合
す
る
フ
ア
ウ

ス
ト
的
統
一
一
精
紳
を
見
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
グ
リ
ル
バ
ル
ツ

ェ
ル
は
そ
と
ま
で
織
し
切
る
と
と
が
出
来
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
一
陣
。
涼
風
と
も
雪
ろ
ベ
・
き
、
時
代
の
子
「
青
年

五
四

ド
イ
ツ
」
の
清
新
の
文
拳
に
封
し
て
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
は
如
何

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
浪
漫
主
義
が
時
代
を
無
限
た
る
も
む
と

し
て
見
る
と
と
に
よ
ヲ
て
現
在
を
否
定
し
、
無
限
の
彼
方
へ
の
憧

慨
に
よ
っ
て
時
代
を
否
定
じ
去
っ
た
反
動
と
し
て
、
現
在
人
蹄
れ

の
命
題
段
、
ヴ
イ
l

ン
パ
ル
ク

(FE。
民
巧
日
0
5
R
m
)
の
K
F一中

岳
O
昨
日
聞
の

v
o
E
W
E
S
m
oロ
の
宣
言
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
浪
漫

汲
が
詩
を
空
想
に
ゆ
だ
ね
、
美
し
き
精
神
の
遊
戯
と
し
て
の
文
撃

を
打
建
℃
党
誤
り
を
、
時
代
の
中
に
、
現
在
の
精
神
の
中
に
ひ
き

戻
し
た
の
で
あ
る
。
精
神
に
仕
え
る
文
拳
で
は
な
く
し
て
、
今
日

の
政
治
に
仕
え
る
文
拳
へ
と
志
向
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
人
類
の
進
歩
に
謝
す
る
信
仰
で
あ
り
、
新
時
代
の
精
紳
除
、
理

性
と
感
性
と
の
調
和
的
統
一
を
目
ざ
し
て
行
っ
売
の
で
あ
っ
た
。

「
青
年
ド
イ
ツ
」
に
よ
っ
℃
有
限
化
が
完
全
に
行
わ
れ
る
と
、
そ

の
努
力
は
時
代
に
、
卸
ち
、
再
建
改
遁
に
向
け
ら
れ
ね
ば
・
な
ら
た

か
っ
売
。
そ
の
意
味
に
沿
い
て
知
見
お
の
感
情
を
放
棄
し
て
い

る
。
グ
n
y
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
は
浪
漫
主
義
の
無
限
か
ら
救
わ
れ
る
ζ

と
に
共
感
を
持
っ
た
の
で
あ
る
o
-彼
は
一
八
三
五
年
の
「
青
年
ド

イ
ツ
」
に
就
い
て
D
評
論
に
沿
い
て
、
素
直
に
そ
の
美
黙
を
認
め

て
い
る
。

F
ユm
o
g
E
Z
S
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曹
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z
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E
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-
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〈
号
館
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宮
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し
か
し
、
「
青
年
ド
イ
ツ
」
と
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
を
分
つ
も

の
は
、
無
限
か
ら
救
わ
れ
た
現
在
、
卸
ち
、
時
代
の
中
に
一
方
は

再
建
改
造
を
志
向
し
て
行
っ
た
の
に
封
し
、
他
方
は
時

R
の
中
に

再
建
を
断
念
し
℃
河
口
vo
を
固
執
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
が
、

グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
い
党
ま
し
さ
諦
念
で
あ
る
。
と
れ
に
反
し

、

て
、
同
じ
孤
濁
の
詩
人
ク
ラ
イ
ス
ト
、
ヘ
ッ
ベ
ル
、

=
1
チ
ェ
な

ど
は
、
力
の
充
満
か
ら
孤
濁

κな
っ
℃
、
そ
の
苦
痛
に
み
ち
た
重

荷
を
選
ば
れ
売
る
者
の
誇
り
を
以
て
荷
い
、
絡
に
は
、
飴
h

引
に
も

高
く
1

徐
り
に
も
遣
っ
た
所
へ
と
飛
期
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
と
ま
れ
、
「
青
年
ド
イ
ツ
」
が
再
び
形
式
を
持
っ
た
の

だ
。
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
は
そ
の
限
り
に
な
い
で
「
青
年
ド
イ
ツ
」

を
愛
し
た
。
し
か
し
、

ζ

の
形
式
は
理
性
と
感
情
と
の
調
和
的
統

一
を
目
ざ
し
て
い
た
が
、
賓
際
に
は
知
的
に
偏
向
し
て
行
っ
た
が

故
に
、
彼
は
「
青
年
ド
イ
ツ
」
と
分
れ
た
と
い
ろ
べ
き
で
あ
る

ろ
。
「
リ
プ
ッ
サ
」
の
プ
リ

ミ
ス
ラ
ウ
ス
に
於
い
て
は
、

再
建
と
を
望
む
「
青
年
ド
イ
ツ
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

グ
ザ
ル
パ
ル
ツ
ェ
斤
の
悲
劇
即
と
そ
の
位
置

進
歩
と

「

p
プ
ッ

宇
山」
に
於
い
て
は
、
三
つ
の
世
界
が
我
k

の
目
を
惹
く
で
あ
る

ろ
。
第
一
は
カ
シ
ャ
、
テ
ト
ヵ
、
リ
プ
ッ
サ
の
三
人
。
姉
妹
の
園

で
あ
る
。

ζ

ζ

に
於
い
て
は
リ
プ
ヴ
サ
は
最
高
位
に
あ
る
賢
明
友

予
言
者
で
あ
り
、
尼
俄
で
あ
る

o
p
プ
ッ
サ
は
ギ

P
シ
ア
の
司
吋
・

5
g
の
よ
う
に
、
自
分
の
生
命
は
自
然
と
結
び
つ
い
て
い
る
ζ

と

を
夢
み
る
。
「
三
人
の
姉
妹
は
人
聞
を
軒
蔑
し
つ
つ
人
聞
か
ら
離

れ
て
、
人
聞
の
上
に
位
し
て
い
る
」
ロ
第
二
は
リ
プ
ッ
サ
が
作
っ

た
共
同
枇
舎
で
あ
る
。
彼
女
は
人
聞
の
中
へ
自
然
性
と
統
一
性
と

を
も
た
ら
し
、
人
聞
の
中
に
下
り
て
来
も
ん
の
で
あ
る
。
彼
女
は
思

ろ
ま
ま
に
理
想
に
従
っ
て
人
聞
を
作
り
教
育
せ
ん
と
す
る
。
彼
女

は
人
聞
に
明
文
化
し
た
法
律
を
興
え
る
代
り
に
、
愛
を
以
て
統
治

し
よ
ろ
と
す
る
。
人
聞
は
そ
の
質
に
於
い
て
不
平
等
で
あ
る
が
、

人
聞
が
人
間
た
る
と
と
に
於
い
て
平
等
で
あ
る
か
ら
。
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そ
し
て
、
女
君
の
選
ん
だ
共
同
枇
舎
は
外
に
向
つ
て
は
、
完
全
一

念
鎖
固
で
あ
り
孤
立
し
党
枇
舎
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
原
始
共
産
祉

五
五



グ
リ
ル
バ
ル
ツ

ι

作
の
悲
劇
と
そ

ω
位
俊

舎
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
乙
の
枇
舎
は
婦
人
に
よ
っ
て
統

治
さ
れ
℃
い
る
と
と
に
園
民
は
不
満
を
抱
き
、
園
民
の
中
か
ら
リ

プ
ヴ
サ
の
夫
を
選
ぶ
よ
ろ
に
願
い
、

ζ

ζ

に
第
三
の
プ

P
ミ
ス
ラ

ウ
ス
の
意
圃
す
る
圏
家
組
織
が
確
立
せ
ら
れ
る
。
と
ζ

に
は
、
園

家
を
法
と
進
歩
と
に
よ
っ
て
再
建
し
よ
ろ
と
す
る
「
青
年
ド
イ
ツ
」

が
描
か
れ
℃
い
る
。
リ
プ
ッ
サ
は
そ
の
よ
ろ
た
園
家
に
は
、
ど
ろ

し
℃
も
理
解
を
一
不
し
得
た
い
。
そ
の
費
貌
の
ろ
ち
に
、
愈
‘
園
家

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
行
く
。
リ
プ
ッ
サ
の
予
言
は
、
失
わ
れ
た
時
代

へ
の
憧
れ
で
あ
り
、
牧
歌
的
自
然
的
河
口
宮
へ
の
憤
慢
で
あ
っ

、
た
。
リ
プ
ヴ
サ
の
同
ロ
自
白
ロ

Z
B
S
の
理
想
園
家
に
と
そ
、
静
止

と
安
静
と
の
故
郷
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
青
年

ド
イ
ツ
」
は
自
己
を
主
張
し
つ
つ
現
賓
生
活
へ
突
入
し
て
行
っ
た

が
、
現
貧
的
能
力
に
献
け
る
グ

H
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
は
と
れ
と
離
別

し
℃
行
か
ね
ば
怒
ら
、
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
浪
漫
恨
の
プ

レ
ン
タ
t
t
ノ
の
盟
。
の
昌
国
内
同
ロ
ロ

mp-一
話
回
が
、
宗
教
問
題
に
始

終
し
、
建
設
さ
れ
た
都
市
の
将
来
に
劃
す
る
リ
プ
ッ
サ
の
農
の
讃

歎
で
終
っ
て
い
る
離
や
、
プ

ν
シ
タ
1
ノ
の
リ
プ
ッ
サ
が
死
な
・
な

い
動
・
な
ど
は
、
浪
漫
棋
と
グ
η
ソ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
を
分
つ
所
以
で
あ

る
ろ
。
何
L
に
怠
れ
ば
グ
リ
ル
〆
ル
ツ
ェ
ル
の
「
リ
プ
ッ
サ
」
に
は

宗
教
問
題
で
は
な
く
、
国
家
問
題
と
男
女
の
問
題
が
テ

1
マ
と
友

五
六

っ
℃
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
。
と
ま
れ
、
彼
は
浪
漫
振
と
「
青
年

ド
イ
ツ
」
の
開
者
に
孤
立
で
あ
っ
た
と
一
言
い
得
る
で
あ
る
ろ
。
時

代
に
射
す
る
敗
北
感
の
根
底
に
は
、
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ェ
ル
の
弱
さ
、

い
た
ま
し
さ
諦
念
が
動
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
が
リ
プ
ッ

サ
の
予
言
的
性
格
と
怒
っ
て
い
る
の
で
②
る
。
抽
招
じ
て
叉
、

F
0
3

ao
〈
O
習
が
模
範
で
あ
っ
た
彼
の
諦
念
が
、
多
ー
へ
の
場
合
、
主

人
公
の
意
志
決
定
を
ね
じ
ま
げ
て
悲
劇
性
を
後
退
せ
し
め
て
い
る

と
言
わ
ぎ
る
を
得
た
い
。

ウ
ェ
イ
ド

ν
の
言
っ
て
い
る
よ
ろ
に
、
「
事
術
を
ば
た
に
か
政

治
的
‘
一
位
舎
的
、
道
徳
的
友
目
的
、
い
た
宗
教
的
左
目
的
拡
さ
え

も
誼
用
さ
せ
よ
ろ
と
欲
す
る
人
々
は
、
窮
植
に
於
い
て
は
塞
術
を

破
壊
す
る
で
あ
る
ろ
。
婆
術
は
た
だ
婆
術
に
遁
醸
し
た
風
土
に
於

い
て
の
み
生
き
得
る
と
と
は
確
に
民
理
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
グ

リ
ル
バ
ル
ツ
ェ
ル
の
早
く
も
訣
別
し
て
行
っ
た
「
青
年
ド
イ
ツ
」

の
女
暴
は
、
所
詮
は
橋
渡
し
の
使
命
を
荷
い
し
文
皐
で
あ
っ
て
、

宇
〈
も
バ
ト
ン
を
渡
す
時
期
が
来
て
い
る
の
で
あ
る
ろ
。
浪
漫
振

と
「
青
年
ド
イ
ツ
」
の
聞
に
位
置
し
て
、
浪
漫
恢
か
ら
離
れ
て
、

「
青
年
ド
イ
ツ
」
に
向
ヲ
て
行
っ
党
グ
リ
ル
〆
ル
ツ
ェ
ル
は
、
知

的
偏
向
の
文
撃
を
も
し
り
ぞ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
、
之
、
，
L
l

ル

(E-Sザ
冨
官
。
『
)
の
一
吉
田
っ
て
い
る
よ
ろ
た
方
向
を
取
ら
ん
と
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Gegenuber der Verstandesτund Meinungspoesie der 

Jungdeutschen bekannte er (Grillpar詑 r)sich gern 

zu der Anschauungspoesie der alten Griechen， der 

Spanier， Ariost's und Shakespeare's. (Jakob Minor : 

~ede auf Grillparzer S. 20) 
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Platos gefuhlt und Euripides als den echtesten und 

grりstenMeister der attischen Tragodie geliebt. Er 

hat in Euripides sein anderes Ich erkannt. Denn 

wie Euripides auf Aischylos und Sophokles， so ist 

er selber auf Goethe und Schiller gefolgt. (1. Nad-

ler: Literaturgeschichte Osterreichs S. 340-341) 

~ -11-. Q .g.. hl~' lVQ話R-Rhl.み-6(1 ν細~.J4:!.握 1 !己~

(¥ 4:!. 0 ~ト- 11-. hl1主'択制Q 4:!.o;G Q権~争ぬ P よと。 ~-I\-，

Q梨I!l{;hl1三'誕引J..Q鋼絵剖.-¥J:;ミ必('4:!.o ~-I" 恒常'銅浮き

弘、 n えてえト H え Q 様、蚕""， ~Q 事員組

霊-<:!~;Q(\4:!..-\J ttl 骨~1!1旧対~~ぬ心心。 υ主主主1.1凶Jν'

、、官、夫・〈会ト H 弐 ~l!lgQ余剰記翠官会('\ ('¥' 時JQ思長場

1~入J，~m\l~画監.J4:!. υ 孔)~必心心品。き単Q寵~~~曝 ttl .ß，

Ai' Q権鎚~~(\ 4:!.o IもJ主主総士;;hl' ÄJ~騨込ー II-. Q~継Q

4:!. ~Q 喜重4く~~権~~稿写:J4:!.}jベJ 手J~ ，_(\心。 '.\:-.-IHミ

単l氏以~('\)議官室...)¥) tc'V  -R ~さ話回生三 t!.ß， (' 4:!.o ~誕生三緯

属~Sd.卓球回調判.J \)5~ 半~;t~~ (¥ 4:!.o 孔)5(¥¥)' ぉ

111 '(入 (~K え Q卓球Q Ku~þt 射手J甜〈剥が~tliiR~長生三~.ß，

(¥ 4:!.o附， ;;J.J.(1'辛1 1!l{;~制.J ~-II-.~罵長~暗号事~...)('\

，!A士;;4:!..-¥Jl!1Iltω""'心三言語笠 ZurAsthetik Q骨子J'

Die Schonheit ist die voUkommene Ubereinstim-

m，ung d回 Sinnlichenmit dem Geistigen. (Grillpar; 

zer's Werke II. S. 467 Z町 Asthetik)
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Schon ist， was durch die Vollkommenheit in seiner 

Art die Idee der Vollkommenheit im allgemeinen 

erweckt (d. 0，) 
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]ahrbuch der Grillpa zer'Gesellschaft 

‘4. ]hrg. Johannes Volkelt: G. als Dichter des Zwie-
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10. ]hrg. Alfred Freiherr、011 Berger: Das "Gluck" 

bci G. 

。 JohannesVolkelt. G. als Dichlerdes ¥Villen弓

zum Leben 

20. Jhrg. Max Milrath: Das goldene Vlies， L:bussens 
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deutsche Literatur 1908 
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